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老人保健施設の全国調査における在所者レコードのリンケージ

土井 徹 陳 〓

　老人保健施設実態調査（厚生省）の初回である1989年から92年まで4年間の在所者に関する利用者票を総

務庁へ目的外使用申請し，許可された各年の磁気テープ転写分を資料として，施設，性，生年月日，最終入

所年月日をリンク変数とした年次間の個人リンケージをFORTRANプログラムによりパーソナルコンピュ

ータ上で実施した。リンケージは，各年の資料を最終入所年月日により1989年調査前に入所した集団である

89年コホート，89年調査後90年調査前に入所した90年コホートならびに90年調査後91年調査前に入所した91

年コホートの3コホートに分けて行い，リンクされた人数等について解析した。なお調査間隔は89年から90

年までが15カ月，それ以後は12カ月である。その結果次のような知見が得られた。

　1.　上記のような非常に基本的なリンク変数でも，複数マッチ（すべてのリンク変数が複数対象で一致）

の数は極めて少なかった（最大0.5％）。また同定率は90％以上であった。

　2.　リンクしなくても算出できる在所の継続率は約40％前後で，コホートが新しい年になるにつれ減少し

ていた。一方1つのコホート内では，在所期間が増えるとともに継続率は増加していた。これらは，入所時

から1回も退所せず継続して在所している高齢者は近年減少しているが，在所が長びく者ほど退所する可能

性が低くなることを示している。

　3.　リンクできた集団から算出する追跡継続率（継続率め代用）は，通常の継続率よりも3％程度低い値

で，通常の継続率と同様の傾向だった。

　4.　リンクできた集団の各調査時における入所時情報の一致度（本来は100％を期待）は80％前後であり，

属性の内訳別に継続率を算出する場合，リンケージを行わずに各年調査の内訳数を使用して継続率を算出す

る通常の方法は危険であることが示唆された。

　5.　リンクできた集団については，ADL等属性の内訳別の追跡継続率を算出できることに加え，調査時

の間の変化も知ることができるので，全国的な公的調査のリンケージは有用であろうと思われる。
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